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リスクに関するもの（Smith, White & Holland, 
2003）やデートバイオレンス後の PTSD に関す




















の中から， 現在異性と交際している全国の 18 歳～





この手続きは第 1 回，第 2 回両方で同様な方法で
行われた。第 1 回調査（wave 1）は平成 28 年 12
月に行われ，交際の状況や期間，自分や交際相手
の属性に関する質問に回答させた。その後，1 年
間の間を置き，平成 29 年 12 月に第 2 回目の調査
（wave 2）を行った。第 1 回目と第 2 回目の調査
両方に参加したのは，317 名（男性 179 名，女性
138 名）であった。この 317 名を今回の研究の分
析対象とした。
　調査対象者の平均年齢は第 2 回目調査の段階




は 4.60（標準偏差 0.137），尖度は 36.92（標準偏
差 0.273）であった。第 2 回目調査の時点で交際
を継続していたものは，242 名（76.3%）であっ
た。1 年間の間に交際が終結したと報告したのは

























1 回目と第 2 回目の改訂版デートバイオレンス・
ハラスメント尺度のそれぞれの解釈どの得点につ














1 回目と第 2 回目の改訂版デートバイオレンス尺
度のそれぞれの下位尺度間の差と関連について分







調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
男性 179 7.72 7.72 9.07 8.42 7.90 8.35 8.16 
女性 138 6.48 6.48 7.60 7.71 7.24 7.07 6.36 
p<.01 n.s. p<.01 n.s. n.s. p<.01 p<.01
第 2 回調査
調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
男性 179 7.67 7.73 8.47 8.38 8.04 8.34 8.16 
女性 138 6.64 7.07 7.71 7.83 7.74 7.50 6.86 
p<.05 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. p<.01
Table 2　全サンプルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 7.18 7.22 －0.17 n.s. 0.43 p<.01
間接的 7.63 7.44 0.89 n.s. 0.54 p<.01
支配監視 8.43 8.14 1.19 n.s. 0.52 p<.01
言語的 8.11 8.14 －0.11 n.s. 0.51 p<.01
性的 7.61 7.91 －1.27 n.s. 0.50 p<.01
経済的 7.80 7.97 －0.81 n.s. 0.59 p<.01
ストーキング 7.38 7.59 －1.02 n.s. 0.55 p<.01
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3）　交際継続カップルの分析
　第 2 回調査に参加した全サンプルの中で，第 1
回調査と第 2 回調査の間で交際が継続している
242 カップルを対象として，第 1 回目と第 2 回目
の改訂版デートバイオレンス尺度のそれぞれの下
位尺度間の差と関連について分析した。結果を






　第 2 回調査に参加した全サンプルの中で，第 1
回調査と第 2 回調査の間に交際を終結させた 115
カップルを対象として，第 1 回目と第 2 回目の改
訂版デートバイオレンス尺度のそれぞれの下位尺
度間の差と関連について分析した。結果を Table 
















Table 4　終結カップルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 7.43 7.33 0.18 n.s. 0.37 p<.01
間接的 7.63 7.00 1.32 n.s. 0.43 p<.01
支配監視 8.29 7.96 0.67 n.s. 0.53 p<.01
言語的 8.09 7.87 0.46 n.s. 0.44 p<.01
性的 8.03 7.88 0.30 n.s. 0.47 p<.01
経済的 7.87 8.04 －0.41 n.s. 0.60 p<.01
ストーキング 7.84 7.52 0.00 n.s. 0.57 p<.01
Table 3　継続カップルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 7.10 7.19 －0.30 n.s. 0.45 p<.01
間接的 7.64 7.58 0.24 n.s. 0.58 p<.01
支配監視 8.47 8.20 0.99 n.s. 0.52 p<.01
言語的 8.12 8.22 －0.39 n.s. 0.53 p<.01
性的 7.48 7.92 －1.63 n.s. 0.52 p<.01
経済的 7.77 7.95 －0.70 n.s. 0.59 p<.01






















Table 6　第 1回調査時点での交際月齢と 1年後の交際継続・終結
交際月齢
（第１回調査）
継　続 終　結 合　計 継続率
 1  6 1  7 0.86 
 2  6 4 10 0.60 
 3  5 4  9 0.56 
 4  2 1  3 0.67 
 5 11 2 13 0.85 
 6  6 2  8 0.75 
 7  1 0  1 1.00 
 8  2 3  5 0.40 
 9  0 1  1 0.00 
10  4 2  6 0.67 
11  6 0  6 1.00 
12 14 1 15 0.93 
合　計 63 21 84 0.75 
Table 5　継続カップルと終結カップルのデートバイオレンス・ハラスメント尺度の得点差
第 1 回調査
調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
継続 242 7.10 7.64 8.47 8.12 7.48 7.77 7.23 
終結 75 7.43 7.63 8.29 8.09 8.03 7.87 7.84 
n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
第 2 回調査
調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
継続 242 7.19 7.58 8.20 8.22 7.92 7.95 7.52 
終結 75 7.33 7.00 7.96 7.87 7.88 8.04 7.84 
n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
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1）　全サンプルの分析
　まず最初に，第 1 回目の調査の時点で交際 1 年
以内のカップル 84 組と 1 年以上のカップル 244
組でデートバイオレンス・ハラスメント得点に差
があるかを第 1 回目と第 2 回目のすべての下位尺
度について検定した。その結果，すべての項目で
有意な差は得られなかった。次に交際初期カップ
ル 84 組について，第 1 回目と第 2 回目の改訂版
デートバイオレンス尺度のそれぞれの下位尺度間
の差と関連について分析した。結果を Table 7 に





　第 1 回調査の時点で交際 1 年以内のカップルの
うち，1 年後でも交際が継続している 63 カップ
ルを対象として，第 1 回目と第 2 回目の改訂版
デートバイオレンス尺度のそれぞれの下位尺度間
の差と関連について分析した。結果を Table 8 に






　第 1 回調査の時点で交際 1 年以内のカップルの
うち，1 年後に交際が終結していた 21 カップル
を対象として，第 1 回目と第 2 回目の改訂版デー
トバイオレンス尺度のそれぞれの下位尺度間の差
と関連について分析した。結果を Table 9 にあげ




Table 8   交際初期継続カップルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 6.83 6.94 －0.23 n.s. 0.42 p<.01
間接的 7.60 7.33 0.56 n.s. 0.51 p<.01
支配監視 8.54 7.65 1.56 n.s. 0.45 p<.01
言語的 8.05 7.78 0.60 n.s. 0.66 p<.01
性的 7.68 7.76 －0.15 n.s. 0.56 p<.01
経済的 7.84 7.87 －0.06 n.s. 0.62 p<.01
ストーキング 7.37 7.32 0.10 n.s. 0.53 p<.01
Table 7　交際初期カップルサンプルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 6.99 7.26 －0.66 n.s. 0.50 p<.01
間接的 7.70 7.38 0.80 n.s. 0.55 p<.01
支配監視 8.58 7.90 1.42 n.s. 0.52 p<.01
言語的 8.00 7.88 0.31 n.s. 0.64 p<.01
性的 7.89 7.91 －0.05 n.s. 0.56 p<.01
経済的 7.92 7.87 0.12 n.s. 0.64 p<.01





























Table 9　交際初期終結カップルについての第 1回，第 2回調査の平均値の差と相関係数
第 1 回調査 第 2 回調査 t 値 有意差 相関係数 有意差
身体的 7.48 8.24 －0.98 n.s. 0.66 p<.01
間接的 8.00 7.52 0.64 n.s. 0.66 p<.01
支配監視 8.71 8.67 0.06 n.s. 0.69 p<.01
言語的 7.86 8.19 －0.44 n.s. 0.57 p<.01
性的 8.52 8.38 0.16 n.s. 0.56 p<.01
経済的 8.14 7.86 0.42 n.s. 0.71 p<.01
ストーキング 7.81 8.76 －1.10 n.s. 0.62 p<.01
Table 10　1年以内交際カップルにおける継続、終結カップルのデートバイオレンス・ハラスメント尺度の得点差
第 1 回調査
調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
継続 63 6.83 7.60 8.54 8.05 7.68 7.84 7.37 
終結 21 7.48 8.00 8.71 7.86 8.52 8.14 7.81 
n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
第 2 回調査
調査対象数 身体的 間接的 支配監視 言語的 性的 経済的 ストーキング
継続 63 6.94 7.33 7.65 7.78 7.76 7.87 7.32 
終結 21 8.24 7.52 8.67 8.19 8.38 7.86 8.76 
n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
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（3） 本研究の一部は，日本心理学会第 83 回大会（立
命館大学）において発表された。
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 In this paper, a one-year follow-up was conducted for unmarried couples in love. Changes in 
relationships between couples and dating violence / harassment were examined.  As a result, the 
degree of dating violence / harassment was found not to change in one year. This tendency was true 
for couples whose relationship had ended or continued during the one-year follow-up period. The 
degree of dating violence / harassment was not related to whether the coupleʼs relationship ended. 
From these results, discussions were made on the changes over time in dating violence / 
harassment.
Keywords ： dating violence, dating harassment, romantic relatioships, longitudinal study
A Longitudinal Examination of Dating Violence / Harassment
 Development and Analysis of the Revised Version of  
  the Dating Violence/Harassment Scale （7）
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